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心に残る風景
大切に育てたい

「 足 立60 景
」

が 決 ま り ま し た

60
ADACHI  60TH 
ANNI VERSARY

足立60 景

区 民 の 心゙ の ふる さと 。と も
い うべき 風 最・ 風物 等を60 選
び、足立 の まち づく り、ふる さ
とづ くり に 役立 て てい く 「足
立60景 」。そ の「足立60 景」が、
候 補地 の推 薦、区民 意向 調 査、
選 定委員 会 の 審議 ・答申 を 経
て 、こ のた び 決定 し まし た。
ふ だん 何気 な く 見過ご し てい
た 、 まち の風 景が「足 立60景丿
制 定に よ り、 新た な 形で 再び
よ みが え り ます。 皆 んな で選
んだ60景を 生 か す主 人公 は。
や は り区 民 の皆さ んで す。

区
民
意
向
調
査
に

4
千
通
を
超
え
る
応
募

足
立
区
は
、
今
年
「
区
制
6
0

周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
区
で

は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
区
民

参
加
に
よ
る
数
々
の
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。「
足
立
6
0景
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。

平
成
2
年
度
か
ら
「
あ
だ
ち

広
報
」
を
通
じ
て
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
侯
補
地
を
募
集
。
こ
れ

を
参
考
に
、6
0景
の
倍
に
あ
た

る
1
2
0
の
侯
補
地
を
、
広
報
紙
特

集
号
(
1
月
1
0日
号
)
に
掲
載
、(

ガ
キ
に
よ
る
区
民
意
向
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
意
向
調
査
に

は
、4
千
3
7
2通も
の
応
募
が
あ

り
、
投
票
数
1
万
2
千
4
2
5
票
、

推
薦
侯
補
地
も
1
6
8力所
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。
改
め
て
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
「
足
立
6
0景
」
に
対

す
る
期
待
・
関
心
の
高
さ
を
知

る
こ
と
が
で
膏
汞
し
た
。

よ
り
多
く
の
地
域
を

6
0景
に
選
出

こ
の
意
向
調
査
の
結
果
を
基

に

、
公
募
区
民
委
員
i

人
を
含

む

、
学
識
経
験
者

、
団
体
代
表

等
2
5人
か
ら
な
る

「
選
定
委
員

会

」(井
上
信
彌
委
員
長
)
で
検

討
を
行
い
ま
し
た

。

区
内
バ
ス
視
察
を
含
め
、3

回
に
わ
た
る
熱
心
な
審
議
が
行

わ
れ
、3
月
1
0
日
、区
長
に
答
申

し

、
決
定
し
た
も
の
で
す

。

委
員
会
で
は

。
区
民
の
皆
さ

ん
の
意
向
を
6
0景
制
定
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、千
住
の
絵
馬
壓

、

横
山
冢
、
名
倉
医
院
を
千
住
宿

と
し
て

一
つ
に
ま
と
め
る
な

ど

、
よ
り
多
く
の
地
域
が
入
る

よ
う
候
補
地
の
整
理
・
統
合
を

行
い
ま
し
た

。
ま
た
、
委
員
か

ら
の
推
薦
を
い
た
だ
く
な
ど
し

て

、6
0景
を
選
出
し
ま
し
た

。

6
0景
を
題
材
に

6
0景
展
な
ど
事
業
を
展
開

今
嫡
8

月
に
i

た
ち
広

報
」E
X
P
R
E
S
S

足
立
6
0

景
特
集
号
の
発
行
、1
0月
に
は
6
0

景
を
題
材
に
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
し
た
写
真
、
絵
画
、

俳
句
、
短
歌
を
展
示
す
る
「
足

立
6
0景
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
か
ら
作
品
の
準
儕
を
。

ま
た
、
年
末
に
は
。6
0景
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
年
賀
(

ガ
キ
の

発
行
も
予
定
し
て
い
ま
す

。

区
民
の
皆
さ
ん
が
選
ん
だ

「
足
立
6
0
景
」
。6
0景
を
守
り
、

生
か
し
て
い
く
の
は

、
区
民
の

皆
さ
ん
で
す
。
足
立
の
一
つ
の

シ
ン
ボ
ル

、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

大
切
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

60景の一 つ に 選ば れた 東綾 瀬 公園

4
千
通
を
超
え
る
応
募
の
中
か
ら
「
足

立
6
0景
」
を
選
考
す
る
選
定
委
員
会

目
躙
眤
巨
に
「
足
立
6
0景
」
ベ
ス
ト
テ
ン
、
ま
た
、

罰
膓
居
直
に
「
足
立
6
0景
」
一
覧
と
「
区
道
1
0戸

を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ だ ち 広 報1 日 号

EXPRESS

発 行

現
在

、
5
日
・
1
5
日
・
2
5

日
と
毎
月
3
回
発
行
し
て
い

る
「
あ
だ
ち
広
報
」
。こ
れ
に

加
え
4
月
か
ら
1
日
号
「
E
X
P
R
E
S
S

」
を
発
行
し

ま
す
。

「
E
X
P
R
E
S
S

」は

、

雑
誌
ス
タ
元

の
1
6
ペ
ー
ジ

で

、
毎
号
テ
ー
マ
を
絞
つ
で

特
集

。
4
月
1
日
号
の
テ
ー

マ
は
「
自
分
(
わ
た
し
)
に
ス

マ
イ
ル
ノ
・
」
と
題
し
て

、
牛

胚
学
習
と
健
康
の
話
題
を
特

集
し
て
い
ま
す
(
成
人
健
診

の
申
込
(
ガ
キ
付
)
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
は
、

毎
月
、
前
月
末
か
ら
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

お
届
け
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。A

広
報
課
V

4
月
の
特
集
は

「
自
分
(
わ
た
し
)
に
ス
マ
イ
ル
!
」

体
の
不
自
由
な
方
に

「
あ
だ
ち
広
報
」を
郵
送

4
月
か
ら
高
齢
者
で
体
の

不
自
由
な
方
、
ま
た
は
障
害

の
あ
る
方
で

、
郵
送
を
希
望

す
る
方
に

、「
あ
だ
ち
広
報
」
5

日
、
1
5
日
、
2
5
日
号
を
、

毎
回
、
郵
送
し
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
で

、
新
聞

(
読
売

、
毎
日
、
産
経
、

朝
日

、
東
京

、
日
経
)

を

と
っ
て

い
な
い
高
齢
者

で

、
体
が
不
自
由
な
方

、

ま
た
は
障
害
の

あ
る
方

(
い
ず
れ
も
区
の
施
設
や

駅
の
ス
タ
ン
ド
に
広
報
紙

を
取
り
に
行
け
な
い
世
帯

に
限
り
ま
す
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は

、

(
ガ
キ

※
(

ガ
キ
の
場
合
は
、
郵
便

番
号
、
住
所

、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
郵
送
希
望
の
理

由
(

簡
潔
に
)

を
明
記

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
　

千
住
1
-
4
-
1
8

き
(
3
8
8
2
T
1
1
1
　

㈹

愛称が 決まりました

「 すい すい
らんど 綾瀬」(

仮
称
)
東

綾
瀬
公
園
プ

ー
ル

ー
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
の
愛
称
募
集

に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
で
は
応
募
作
品
を
厳
正

に
選
考
し
た
結
果
、
梅
田
七

丁
目
在
住
の
近
藤
チ
カ
孑
さ

ん
の
「
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾

瀬
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
応
募
者
の
中
か
ら

抽
選
で
2
0人
の
方
に
記
念
品

を
お
贈
り
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
体
育
施
設
建
設

豐
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

冬 は 屋外プ ー ルが ス ケ
ー ト場 に変 わり ま す

平成3 年度

最 終 補 正 予 算 が
決 ま り ま し た

平
成
4
年
第
1
回
区
議
会

定
例
会
で
、
総
額
1
8億
8
千
5
3
5

万
円
減
額
の
平
成
3
年
度

最
終
補
正
予
算
が
成
立
し
ま

し
た
。

最
終
補
正
予
算
は
、
年
度

内
に
行
う
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
予
算
の
追
加
や
余
剰

額
の
調
整
を
行
う
も
の
で

す
。今

回
の
一
般
会
計
に
お
け

る
主
な
補
正
内
容
は
、工
事

の
計
画
変
更
な
ど
に
よ
る
余

剰
僉
を
整
理
し
、
減
額
補
正

し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
。
中
小
企

業
一
般
融
資
事
業
で
は
、
最

近
の
経
済
状
況
な
ど
を
反
映

し
、融
資
件
数
が
減
り
、約
6

千
万
円
の
減
箏
ぐ
な
り
ま
し

た
。
信
用
保
証
料
の
実
績
減

が
主
な
理
由
で
す
(
区
で
は
、

こ
れ
ら
の
融
資
事
業
の
ほ
か

に
、
今
年
5
月
に
、
区
と
商

唐
街
振
興
變
に戞
に会
が
中

心
に
な
り
。
第
三
セ
ク
タ
ー

と
し
て
仮
称
・
㈱
足
立
都
市

活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。

商
店
街
を
中
心
と
し
た
区
内

中
小
企
業
者
の
各
種
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
)
。

ま
た
、
仮
称
・
ベ
ル
モ
ン

ド
公
園
な
ど
の
公
共
用
地
を

購
入
す
る
た
め
、
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
、
土
地

開
発
公
社
に
対
し
て
元
利
儻

還
相
当
額
の
貸
付
金
の
増
額

(約
1
2
億
円
)

を
行
い
ま
し

た

。こ
の
結
果
、
平
威
3

年
度

の
一
般
会
計
最
終
予
算
額

は

、2
千
1
5
億
4
千
万
円
余

と
な
り
ま
し
た
(
当
初
予
算
1

千
吩
億
9

千
瞋
万
円
と
比

較
し
て
約
1
6
1億4

千
万
円
余

の
増
)
。

平 成3 年 度 足立 区 予 算

≪
予
算
課
≫

葦
立
ち

三
月
は
旅
立
ち
の
と
き
で

あ
り
、
袤
た
出
会
い
の
と
き

で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
若
者

に
と
っ
て
は
、
大
切
な
人
生

の
節
目
で
あ
り
ま
す
。

先
日
、
若
者
と
区
政
に
つ

い
て
語
ひ
合
う
機
会
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
緊
張

し
た
面
持
ち
で
、
一
生
懸
命

に
発
言
す
る
姿
に
、
す
か
す

が
し
さ
を
思
じ
ま
し
た
。
若

い
と
き
は
、
足
元
の
こ
と
よ

ひ
華
や
か
な
も
の
に
ひ
か
れ

る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
話
し
合
い
の
な

か
で
、
生
活
者
と
し
て
の
地

道
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
交
通
の
問
題
、
高
い
住

宅
費
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

対
策
、
そ
し
て
若
者
ら
し
く

情
報
化
へ
の
関
心
も
う
か
が

え
ま
し
た
。
な
か
で
も
印
象

的
で
あ
っ
た
の
は
、
青
年
が

住
み
聽
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
自
分
た
ち
も
町

会
と
連
携
し
て
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
提

案
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
世
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

の
方
の
要
望
・
提
言
を
区
政

運
営
に
生
か
し
て
い
く
貴
任

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
の
提

案
も
貴
重
な
意
見
と
受
け
と

め
て
お
n
ま
す
。

今
度
お
会
い
す
る
と
き
は

膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
、
率
直

に
話
し
合
え
た
う
と
、
次
の

機
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
n

ま
す
。区

長
　古
性
直
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「足立60景」
ザ

ベ ス ト テ ン

～ こ の10 景 ～

だから足立がとびっきり好き 60
ADACHI 　60TH
ANNI VERSARY

足 立60 景

足 立の 風 景 は、下 町。緑 多 き 農地 、住宅 地と 、
都 心 区に な い 独特 の頭 が あ りま す。 長 い 歴史 の
中 で 大切 に 守 られ 、変 化 し てき た自 然 、文 化 が
あ り ます 。今 回の 「足 立60景 」選 定で は 、自然 、
歴 史 、衝 並 みな ど7 つ の 種類 に 分け て 、各 分 野
か ら、 特 に 定立 を代 喪 する 風 景 ・景 観に な ると
い うも のを 、選 定委 員 会で ベ ス トテ ンと し て 逮
び ま した。 い ず れも 区 民の 皆さ ん か ら愛 さ れ 親
し まれ てい る も のぱ か り。「足 立60景 」の 一 つの
イ メー ジと し て 紹介 し ます 。

自
然
の
あ
る
風
景

都 市 農 業 公 園

水田 、 畑 、古 民 家を 後 世に 践し 、自 然 とふ れあ い を
大切 にし て い る公 園 。

隣 接 す る 荒川 河 川 取 の ス ー パ ー堤 防 化 工 多 に 伴 っ
て現 在改 修 中 です が 、平成6 年に は 、緑 と余 しさ い っぱ
いのr ウ ォ ータ ー フロ ント 公 園j に 生 ま れ変 わりま す 。

舎 人 公 園

陬扉浴 両 。8仙の 広大 な 敷地 を もつ 公 園。
I saF 埀1 や 芝生 広 場 、森 林 公園 とい った自 然 に 観し

my- ¥M を 基 調に し て、 ス ポー ツ戛 及 を 備え た 総合
公園 と し て整 備 が 進め られ て いま す。

レ ー ガン 前 大 征領 夫人 か ら 贈ら れた レ ーガ ン 桜 は、4
月 ご ろに な ると そ の美 し い 花を 見 事に 咲か せ ま す。

歴

史

的

風

景

西

新

井

大

師
川 崎 大師 、 佐 野大 師 と並 ぶ関 東 三大 師 の ひと つ。
境 内 には 、 山門 、 三 匝( さん そ う) 宜 、 塩地 蔵な ど

の文 化 財や 、 ぼ たん 園 ・藤 棚が あ り 、大 勢 の人 々で に
ぎ わい を 見せ て いま す 。

区 民 意向 調 査で は 、 耨票 数 第1 位で し た。

千 住 宿

旧
千
住
宿
場
町
を
思
い

起
こ
さ
せ
て

く
れ
る
千
住

宿
。
こ
こ
に
は

、
横
山
家

。

名
倉
医
院

、絵
馬
歴
な
ど

、

昔
な
が
ら
の
貴
肅
な
建
物

が
残
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
一
帯
の
軒
の
間
を

ぬ
う
路
地
に
は

、
人
情
味

が
あ
ふ
れ
る
下
町
の
香
り

が
漂
っ
て
い
ま
す
。

横 山 家

千 住 の 絵 馬 屋

名倉医 院

生
活
・コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
見
え
る
風
景

足 立の 花火 大 会

夏 の夜 空を 色 鮮 やか に 彩 る一 大イ
ベ ント 。 毎 年7 月 下旬 に 、千 庄 新橋
～ 西 新井 椣 間の 荒 川河 川 敷で 行 われ
ま す 。

こ の花 火大 会 は 、大 正13年 から 開
催 さ れる よう に なり ま し たか 、峨 争
に より ・時中 断 。 昭 和54年にr 足立
の 花 火大 会 」と し て 復活 しま し た。

魅
力
あ
る
住
宅
地
・
建
物
の
風
景

東
京
武
道
館

平
呎
2
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
的
武
道
セ
ン
タ
ー
。

山
並
み
、
波
紋
、
人
々
の
群
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
ら

れ
た
近
代
建
築
の
建
物

。
そ
れ
が
日
本
の
卮
既

文
化
と
微
妙
に
マ
ッ
チ
し
て
お
り

。
落
ち
つ
忝
ご
気

品
を
感
じ
さ
せ
ま
す

。

郷
土
博
物
館

足
立
の
歴
史
、
考
古

、
民
俗
な
ど
の
各
種
賢
料
を

収
集

、保
存
し

、わ
か
泉

す
ぐ
展
示
し
て
い
ま
す

。

緑
豊
か
な
東
渕
江
庭
園
の
な
か
に

、
ひ
贏

曹

立

つ

白
い
建
物
は

、
昔
の

蔵
を
思
わ
せ

、
池
の

水
面
に

そ
の
美
し
い
砿
毛

陝
し
出
し
て
い
ま
す

。

眺 望 景

荒 川 の 四 季

豊 かな 水 と広 い 河川 敷。 舂に 咲 くタ ン ポ ポ、 シロ ツ
メ 草 など の 自然 。 夏か ら 秋 にか け て 行わ れ る各 種 イベ
ン ト 。 冬に は駅 伝 大 会や 探 凡会 な ど 、四 季を 通じ て楽
し みがい っ ばい で す。

そ の魅 力 は 、筆 舌に 尽く しか た いも の か あり ま す。

魅 力ある道の風景
葛
西
用
水
親
水
水
路

か つて は 、 農業 用 水とし て 重 要 な役 割を 果 た
し て きた 「葛西 用 水 」。今 では 、直 径6 呎も あ る
大き な 水卑 や 槇水 、フ ロ ート デ ッ キ( 浮遊 構)
等、 水と ふ れあ え る憩 い の場 と な って い ます 。

区 内を 南 北に わ たり 、そ の 長さ は3. 6kmに も な
り ま す。

魅 力ある 庭・公 園 の風 景

花 畑 記 念 庭 園
区政50 周 年を 記 念し て 造6 れ た 日 太席 園。
園 内に は 洋室 匹 間や 和 室、 本 格的 な 茶窒 も

あ り ます 。
庭 園で は 、同 の 落ち る 大池 を めぐ る 石 組や 築

山 な どで 造 ら れた 周 遊式 庭園 も 楽し め 、 周囲 の
梅、 桜、 ボ タン の 花も 見 事で す 。

予防 接種 のお知 らせ
DPT= ジフテリ ア・百 日せき・(破傷 風)

3 種混合と小児マヒ生ワクチン(ポリオ)

D
P
T
=

ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
(
破
砺
風
)
3
種

混
合
と

、
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク

チ
ン
(
ポ
リ
オ
)
の
予
防
接
極

を
次
の
と
蔚
9

汀
い
ま
す

。

□
D
P
T
(
3

種
混
合
)

次
の
方
に
は
個
別
通
知
し

求
す

。

▽
I

期
(
3
回
式
)

平
虞
2

年
1
0月
1

曰
か
ら
3

年
3

月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児

▽
H
期
(
1

回
式
)

昭
和
6
3

年
1
0月
1

日
か
ら
平
成

元
年
9
月
3
0
曰
ま
で
に
生

袤

れ
た
幼
児

※
以
前
に
通
知
を
受
け

、
ま

だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方

も
、I

期
に
つ
い
て
は
4
8
ヵ

月
未
満

、H
期
に
つ
い
て
は
I

期
終
了
唆
1

年
以
上
経
過

し

、6
6ヵ
月
未
揖
の
万
で
あ

れ
ぱ

、
お
持
ち
の
接
種
粟
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し

、6
6ヵ
月
以
上
7
2

ヵ
月
米
膺
の
力
は
百
日
せ
き

を
除
く
2

種
混
合
の
接
種
が

で
癶
泯

す

。

接
種
場
所

「
本
院
は

定
期

予
防
接
稽
実
施
医
療
磯
関

で
す
」
の
掲
示
の
あ
る
指

定
医
蔗
機
関
(

他
区
で
の

接
楝
を
希
望
す
る
方
は
保

健
所

に
こ
相
談
く

だ
さ

い
)

接
種
日
時

医
療
機
関
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

、

あ
う
か
じ
め
確
か
め
て
く

だ
さ
い

。
な
お

、
で
き
る

だ
け
4

月
1
日
か
ら
7
月
3
1

日
の
期
間
に
お
受
け
く

た
さ
い

費
用

無
料
(
た
だ
し

、
決

め

ら
れ
た
医

療
機
闃
以

外

、
ま
た
は

決
め
ら
れ
た

年
氈
以
外
で
受
け
る
場
函

は
何
料
と
な
n
ま

す
)

□

小
児
マ
ヒ
生
ワ

ク
チ
ン
(

ポ
リ
オ
)

次
の
方
に
は
個
別
通

知
し

李

。

▽
1

回
目

平
吠
3

年
5
月
1

日
か
ら
3

年
1
0月
3
1
曰

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

▽
2

回
目

平
成
2

年
1
1月

1
日
か
ら
3

年
4
月
3
0日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
以
前
に
通
知
を
受
け

。
ま

だ
接
極
が
済
ん
で
い
な
く
て

も

、
次
の
方
は
お
持
ち
の
接

稻
票
で
受
け
ら
れ
ま
す

。

▽
1
回
口

昭
和
6
3
年
1
1月

―
曰
以
降
に
生
ま
れ
た
功

児
▽
2
回
目

昭
和
6
3
年
5
月
1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
功

児
で
I

回
目
終
了
浚
6
週

間
以
上
経
過
し
て
い
る
幼

児
接
種
日
・
場
所

表
1
の
と

お
り

受
付
時
間

午
唆
2

時
～
3

時
※
ご
注
意

▽
個
別
通
知
対
象
者
で

、3

月
末
ま
で

に
届
か
な

い

方

、
ま
た
は
以
前
に
通
知

し
た
方
で
接
種
票
を
紛
失

し
た
方
は

、
保
濔
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

▽
接
榿
当
曰
は

体
温
を

計

り

、
毋
子
手
帳
を
必
ず
ご

持
參
く
だ
さ
い

▽
接
種
済
票
は
忘
れ
ず
に
毋

子
手
帳
に
は
り
ま
し
ょ
う

▽
2
種
類
以
上
の
予
防
接
種

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方

は

、
接
種
閧
隔
な
ど
に
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
お
受

け
く
だ
さ
い

□
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な

い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る

、
ま
た
は

薯
し
い
栄
養
障
害
が
あ
る

y
下
喇
な
ざ
E
性
疾
思
に
か

か
っ
て

い
る
、
ま
た
は
棍

状
が
な
ぐ
な
っ
て
2
週
間

以
内

▽
爬
近
ま
た
は
今
覡
気
に
か

か
っ
て
い
る
(
心
臓

、じ
ん

臓
、
肝
臓
等
の
祠
気
で
急

畦
嗣

、増
悪
期

、活
勣
期
)

▽
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
に

よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

す
お

そ
れ
が
あ
る

▽
最
近
1

年
以
内
に
け
い
れ

ん
(
ひ

き
つ
け
)
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る

▽
龝
匪

、
は
し
か

、R
C
G

の
う
防
接
禰
を
受
け
1
ヵ

月
以
内

▽
ジ
フ
テ
リ
ア

、百
日
せ
き

、

破
傷
風

、
日
本
脳
炎

、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

禰
を
受
け
I
週
間
以
内

▽
は
し
か

、
お
た
ふ
く
か

ぜ

等
の
ウ
イ
ル
ス
性
呎
愚
に

か
か
っ
て

、
冶
ゆ
峻
1
週

閣
以
内

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

霓
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

霓
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表1　 小 児 マヒ( ポリ オ) 予 防接 種実 施 会場

※ 　学 校には 、予 防接 種に つい て問 い合 わせは しな いでく だ さい 。
※ 　駐 車場が あり ませ んの で、 お車 での 来場 はご 遠慮く ださ い。
※ 　学 校の場 合に は、 必ず 上ば きを お持 ちく だ さい 。

保
健
・
衛
生

お
や
こ
で

た
の

し
く

あ
そ
ぼ
う

友 遊会

毎
月
1

回

、
乖
遮

ぴ
、
リ

ズ
ム
遊
ぴ

、
ゲ
ー
ム
を
中
心

に

、
溷
勦
会

、
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
季
節
の
行
亊
も
企
固

し

、
観
子
で
楽
し
ぐ
萋
ぷ
会

で
す

。
新
し
い
お
友
凍
蓍
募

集
中
で
す

。

日
時

胝
月
第
3
月
曜
日

、

午
前
1
0時
～
H
時
3
0分

対
象
・
定
員

東
和
保
健
相

酸
所
管
内
の
I

蔵
か
ら
就

園

前
の
観
子
3
0粗

費
用

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

柬
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

は つ ら つ 会

発 足記 念

座 談 会

地

頡
の
健
康
つ
く
り
グ
ル

ー
プ
が
集
ま
っ
て
「
は
つ
ら

つ
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

。

こ
の
会
を
中
心
と
し
、
健

康
で

、
明
る
い
、
楽
し
い

グ

ル
ー
プ
づ
く
り
、
そ
し
て
地

域
づ
く
り
の
秘
け
つ
を
呵
門

の
先
生
と
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
。

こ

ん
な
グ
ル
ー
プ
に
入
り

た
い

、
作
り
た
い
等
、
関
心

の
あ
る
方
、
お
侍
ち
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
羂
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

▽
四
季
の
会

・
つ
く
し

会
(

主
婦
の
健
康
と
食
亊
を

考
え
る
会
)

▽
子
育
て
グ
ル
ー
プ
(
楽
し

い
子
育
て
を
す
る
た
め
に

集
ま

う
て
ま
す
)

▽
す
ず
か
け
の
会
(

脳
卒
中

友
の
会
)

▽
ひ
袤
p

り
介
護
会
・
む
す

び
の
会
(
痴
呆
や
障
害
を

も
つ
方
を
支
え
る
家
族
や

グ
ル
ー
プ
の
会
)

日
時
3

月
3
0曰

肓
)

、午

浚
1
時
3
0分
～
4

時

場
所

中
央
本
町
保
健
相
訣

所
対
象

健
康
づ
く
り
活
勳
に

興
味
の
あ
る
区
民
の

方
、

ど
な
た
で

も
ど
う
ぞ

。

講
師

松
下

拡
氏
(

都
留
文

科
大
学
講
師
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電

話
予
約

問
合
せ
先

中
央
本
町
保
健

相
詼
所

(
3
8
8
0
)

～
5
1

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

日
時
・
会
場

表
2
の
と
惹

り
(

雨
天
與
箋
)

費
用
5

千
1
2
0円
(
つ
り
銭

の
な
い
よ
う
お
頤
い
し
ま

す
)

問
合
せ
先

本
庁
奠

干
住
)

・
防
疫
指
導
係

表2　 平成4 年 度 畜 犬 登 録と 狂 犬 病 予 防注 射会 場

ご
協
力
く
だ
さ
い

4
月
の
献
血

日
程
は
表
3
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
れ

も
午
前
1
0

時
～
乍
唆
3

時
3
0
分
(

屁
食
・
休
憩
時
間
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

、
本
庁

舎
(
千
庄
)
・
保
健
予
防
係

　
(
3
8
8
2
)
-
1
1
1

均

表3　4 月 の献血
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歴 史 ・
自 然 ・ 未 来

6
4 万 区 民 を

結

ぶ

6

0

の 風
景

ネ ット ワー ク
60
ADACHI  60TH
ANNI VERSARY

足 立60 景

曹
か
ら
あ
っ
た
道
に
や
さ
し
さ
胥
感
じ

、
ふ
と
瓏
し
る
べ
昴
見
つ

け
角
を
曲
が
る
と

、
歴
史
あ
る
お
寺
や
神
社
に
出
会
い
ま
す

。
眷

の
桜
や
秋
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
落
ち
葉
に

、
季
節
の
移
り
変
わ
り

胥
感
じ
ま

す
。
ピ
ル
が
立
ち
並
ぶ
ま
ち
の
中
に

、
シ
ャ
レ
た
デ
ザ

イ
ン
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
花
火
や
夏
ま
つ
り

、
秋
ま

つ
り
に
は

、
隶
ち
は
に
ぎ
わ
い
活

気
に
あ
ふ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の

ま
ち
に
は

、
歴
史
胥
感
じ

、
四

午
曇
感
じ
、
未
来
胥
感
じ
る
様
々

な
風
景
が
あ
り
ま
す
。
「
足
立
6
0景
」
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す

。

歴
史
と
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

花
畑
大
鷲
神
社

勇壮 な鹿 浜獅 子舞

3 年 に1 度、100号線を 通
行止め に して 大祭が 行わ
れる 第七 地区 地 域祭り

四 季折 々の 草 花が楽
し める 柳原 千草 園

愛
さ
れ
る
6
0景
に

「足
立
6
0
景
」選
定
委
員
会

委
員
長
　井
上
　
信
彌
さ
ん

多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の

章
向
を
反
映
し
た
「
足
立
6
0

景
」が
決
め
ら
れ
た
こ
と
は

、

選
定
に
あ
た
っ
た
当
委
員
会

と
し
て
も
大
瘴
み
蒼

び
で
あ
2

チ

。

区
民
の
方
々
や
選
定
委
員

さ
ん
の
目
を
通
し
て

、
足
立

区
の
魅
力
あ
る
最
観
資
源
が

改
め
て
多
数
発
掘
さ
れ
ま
し

た

。こ
の

「
足
立
叨
最
」
制
定

を
機
に
足
立
区
を
再
発
見
し

て
い
た
だ
ぐ
と

同
時
に

、6
0

景
が
区
民
の
皆
ボ
兀

に
愛
さ

れ

、
足
立
の
シ
ン
ボ
ル

。
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
、
ま

ち
つ

く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い

季
y
。

「区 道10 選 」も決 まる
道路 は、私たちにと って

大 切な公 共施設です。近 年
では 、まち づくりの中心 と
して 、景観の艮さや地域 の

個性を 再歉・ するR 囑も 裏

めら れています。
今 回は、道路をより 翊し

みのあ るものとしてい ただ

く た め 「足 立 胯 景 」 と と も

に、「R 遭10 道 」の 番 議 も 行

わ れ まし た 。 決 足 し た 又 遵10

選を 紹 介 し ま す 。

《 土木 都計画調整課》「 区 道10 選 」一 覧 表

※ 「 食譱 野の 路J ま昭 和60 罵 度 に東 京 都が 指 定し た21 コ
ー スの うち の 「舎 人コ ース 」 にあ たり ま す 。

五 反野 親水緑 道
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く ら し の

情
報

本庁舎( 千住) へのお問い合わせ は

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 への お 問 い 合 わせ は
そ れぞ れ の 電 話 番号( 緑 色) へ 。

福

祉

4
月
1
4日
か
ら

障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー

券
交
付

対
象

区
内
に
住
所
の
あ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

▽
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
　
　

害
I
～
3
級
の
方

▽
視
覚
障
害
―
級
の
方

▽
内
部
機
能
障
害
―
級
の
方

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
♀

住
)・
障
害
福
祉
係
へ
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養

手
当
の
申
請
を

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す

。該
当
す
る
方
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

。

・

1
8歳
未
満
(

中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0
歳
未
満
)

で

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
親
が

死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
親
が
法
令
に
よ

り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(

母
親
が
婚

姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童
で

父
親
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い

▽
父
親
が
重
度
の
障
害
(
身
体

障
害
者
手
帳
1
2

級
程
度
)

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方
(

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

▽
公
的
年
金
受
給
者

▽
児
童

が
父
母
の
死
亡
時
で
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
、
次
た
は
加

給
対
象
と
な
っ
て
い
る

▽
児

童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

手
当
月
額

▽
児
童
よ

・
:
3
　

万
7

千
円
(
一
部
支
給
制
限

2
万
4

千
7
7
0円)

▽
2
人

目
は
5

千
円
、3

人
目
以
降

は
2

千
円
加
算

縦
昭
和
6
0
年
8
月
1

日
以
降
に

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
5

年

以
上
手
当
の
請
求
を
し
な
い

と
、
認
定
請
求
が
で
糞
な
く
な

り
ま
す

。

・

特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で
心
身
に
重
度
ま

た
は
中
度
の
障
害
が
あ
り

、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
。▽

精
神
薄
弱
(
愛
の
手
帳
1

1
3
度
程
度
)
▽
身
体
障
害

(
障
害
者
手
帳
l
～
3
級
程
度
)

※
呎
に
該
当
す
る
方
に
は
支
給

霤
れ
ま
せ
ん

。

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方

▽
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
給
中
の
児
童

▽
施
設

に
入
所
し
て
い
る
児
童

手
当
月
額

▽
重
度
・
:
4万
4
　

千
9
0
0円

▽
中
度
・
:
2万
9
　

千
9
3
0円

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
児
童
助
成
係

気
軽
に
相
談
を

福
祉
事
務
所

長
い
人
生
に
は
、
い
く
ら
努

力
し
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
時
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
、

ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
福
祉
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

生
活
に
お
困
り
の
方
に

病
気
な
ど
の
た
め
に
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
減
っ
て

、
生

活
費
や
医
療
費
な
ど
に
困
っ
て

い
る
方
に
は

、
生
活
保
護
の
制

度
が
あ
り
ま
す

。

高
齢
者
の
方
に

年
齢
に
と
も
な
う
生
活
の
不

便
を
楠
う
た
め
の
、
日
常
生
活

用
具
の
給
付

、
家
庭
奉
仕
員
等

の
派
遣
や
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す

。

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

、

補
装
具
や
更
生
医
療
の
給
付

、

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
な
ど
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
毎
月
第
4
木
曜
日
の

(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

午
後
1

時
～
4

時
に
は
、
手
話
通
訳

者
が
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

。

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
に

精
神
蓐
弱
者
(
児
)
の
援
護
施

設
へ
の
入
所
、「
愛
の
手
帳
」
の

交
付
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す

。

母
子
家
庭
の
方
に

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い

る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の
問

題

、
児
童
の
就
学
等
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

泰
7
4

経
済
的
自
立
を
手
助

け
す
る
た
め
に
、
事
業
の
開
始

・
継
続
資
金
、
住
宅
資
金
、
就

職
・
就
学
支
度
金
な
ど
貸
付
制

度
の
申
請
や
、
母
子
寮
入
所
な

ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

と
し
て
、
指
定
の
国
民
宿
舎
等

を
、
年
2
泊
、
無
料
ま
た
は
低

額
料
金
で
利
用
す
る
手
続
き
も

で
き
ま
す
。

女
性
の
力
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど

で
困
っ
て
い
る
女
性
の
方
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
ト
ト

相
談
日
時
月～
金
曜
日
・
:
午
　

前
9
時～
午
後
5
時
土
曜
　

日
…
午
前
9
時～
正
午
(
日
　

驟
、
祝
日
、
第
2
・
4
土
曜

日
糞
朕
く
)

こ
の
ほ
か
に
も
、

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

専
門
の
家
庭
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
(
相
談
日
時
・
:

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、
午
後

1
時～
5
時
)
。

子
供
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と
は

児
童
福
祉
司
が
相
談
に
応
じ

ま
す
(
相
談
日
時
・
:毎
週
月
・
木

曜
日
、
中
部
福
祉
事
務
所
は
木

曜
の
み
、
午
前
9

時
～
正
午
)
。

相
談
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も

管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(

表

―
)
へ

表1 福祉 事務所一覧

消

費

生

活

参
加
し
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
問
題

調
査
研
究

グ
ル
ー
プ

消
費
生
活
上
の
身
近
な
疑
問

や
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
す

る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

最
近
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
は
、

機
能
性
食
品
の
効
果
や
輸
入
食

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ゴ
ミ
問
題
や
地
球
環
境
問
題
も

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
消

費
者
自
身
が
、
こ
の
問
題
を
考

え
。
学
び
あ
い
な
が
ら
、
問
題

提
起
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
よ
う
な
消
費
者
問
題
に
関
心

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
が
調
査
研

究
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す
。

調
査
研
究
活
動
に
必
要
な
情

報
の
提
供
や
簡
単
な
テ
ス
ト
の

指
導
、
施
設
見
学
会
や
勉
強
会

の
講
師
派
遣
な
ど
、
様
々
な
援

助
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

区
内
在
住
の
5
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ

活
動
期
間
1

年
間

募
集
期
間
4

月
1
日
～
1
5日

応
募
方
法

電
話
ま
た
は
直
接

窓
口

募
集
グ
ル
ー
プ
数
1
3
ク
ル
ー

プ
(
先
着
順
)

消
費

者
団
体

登
録

区
内
で
消
費
者
問
題
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
等
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

登
録
す
る
と
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
の
施
設
が
無
料
で
利
用
で

き
る
ほ
か
、
定
期
的
に
消
費
者

情
報
の
提
供
等
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

受
付
日
時
4
月
1
日
～
1
5
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

受
付
場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー

提
出
書
類

▽
消
費
者
団
体
登

録
申
請
書
(
消
費
者
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
)

▽
会
則

も
し
く
は
規
約
等

▽
会
員

名
簿

※
消
費
者
団
体
と
は
、
主
に
区

内
在
住
の
方
―
人
以
上
で
構
成

し
、
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
消

費
者
問
題
に
関
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
を
い
い
ま
す
。

―

い
ず
れ
も
匚
匚

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

消費 者 セン タ ーの テ スト 教室

掲示
板

・

畄
示
登
記
の
日

」無
料

相
談

日
時
4

月
1
2日
(
日
)
、午

前
1
0時
1
午
後
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー

内
容

土
地
・
建
物
の
調
査

・
測
量
、
境
界
問
題
お
よ

び
不
動
産
の
表
示
登
記
等

後
援

東
京
法
務
局

相
談
担
当
・
問
合
せ
先
東
　

亰
土
地
家
屋
調
査
士
会
足
　

立
支
部
昔
(
3
8
5
3
)
　

n
`
0
7
入
り

・
一
人
事
労
務
・
年
金
相
談

コ
ー
ナ
ー

開
設

労
働
法
規
は
年
々
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
会
社

の
就
業
規
則
は
大
丈
夫
で
す

か

。相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は

、
就

業
規
則
の
改
正
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。
年
金
問
題
に
つ
い

て
も
相
談
に
応
じ
ま
す

。
相

談
は
無
料
で
す

。
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

開
設
場
所
・
日
時

勤
労
福

祉
会
館
(

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内
)
、
毎
月
第
2

水
曜
日

。

午
後
1
時
～
4

時

く
わ
し
く
は
、
東
京
都
社

会
保
険
労
務
士
会
荒
川
・
足

立
支
部

昔
(
3
8
8
2
)
8
4
4
8

・

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

フ
ラ
ン
ス
派
絵
画
復
刻
画
展

日
時
4

月
4

日
～
7

日
。

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
　
　

(
最
終
日
の
み
午
後
4
時

ま
で
)

場
所

在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大

使
館
(
港
区
麻
布
飯
倉
)

入
館
の
申
込
・
問
合
せ
先
　

毎
日
情
報
企
画

昔
(
3
　
3
7
7
)
6
2
2
2

・

身
体
障
害
者
の
た
め
の
無

料
運
転
教
習

「
身
体
障
害
者
運
転
能
力

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
」で
は

、

就
職
す
る
た
め
自
動
車
運
転

免
許
証
を
取
得
し
た
い
身
体

障
害
者
の
方
に

、
労
働
省
か

ら
委
託
を
受
け

、
運
転
教
習

を
し
て
い
ま
す

。
所
定
の
教

習
費
が
無
料
で

、
教
習
期
間

は
3
ヵ
月
、
1

・
4
・
7

・
1
0

月
の
月
初
め
が
入
所
日
で

す
。国

の
助
成
金
で
作
ら
れ
た

身
障
者
用
の
宿
舎
も
完
備
し

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

身
体
障

害
者
運
転
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
(

新
座
市
堀
ノ
内

2
1
1
-
4
6
)昔
0
4
8
　
　
j

4
8
1
2
7
1
1
、F
A
χ

ぐ
3

0
4
8
4
8
1
6
5
7
8
　
　
　
　
　

ぐ

・
親
と
子
の
た
め
の
動
物
園

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

日
時
3

月
2
4日
～
2
8日
、

午
前
1
0時
～
正
午

集
合
場
所

▽
上
野
動
物
園

・
:総
合
案
内
所
前

▽
多

摩
動
物
公
園
…
昆
虫
生
態

園
横
動
物
相
談
所
前

▽

葛
西
臨
海
水
族
園
・
:エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

い
ず
れ
も
、
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
。
午
前
1
0時
に

各
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ
先

抛
東
京
動
物
園

協
会

受
託
事
業
課

昔
(
3
8
2
8
)
5
7
2
2

・
献
血
ル
ー
ム
オ
ー
プ
ン
　

し
の
ば
ず
の
池
の
ほ
と
り

に
「献
血
ル
ー
ム
上
野
伽
」

が
3
月
2
8日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

受
付
時
間

午
前
1
0時
3
0分

1
午
後
1
時
、
午
後
2
時

～
5
時
1
5分
(
1
2月
3
1日
、

1
月
1
日
を
除
く
毎
日
)

場
所

台
東
区
上
野
4
-
8
　
-
8

昔
(
5
8
1
8
)
　
0
4
0
0

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
1

・
l
(
5
6
　
8
2
)
2
8
0
1

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

|
催
し
物
|

ぐ
「葦
の
会
」第
2
回
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
日

本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
世
界
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
″
4
月
1
1
日

(
土
)
、午
後
7
時
～
8
時
3
0

分
/
ソ
プ
ラ
ノ
・
田
口
芳
子

ほ
か
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
/

要
予
約
/
葦
の
会
事
務
所

公
(
3
9
1
2
)
4
2
0
9

☆
講
演
会
「徳
川
幕
府
の
医

制
と
奥
医
師
・
青
木
春
号

4
月
収
一
日
(
土
)
、午
後
2
時
～

4
時
/

花
畑
記
念
庭
園

「
桜
花
亭
」/
青
木

霓
3
8
5
9
)
2
1
9
3

☆
第
1
2
回
木
陽
会
展
4
月

1
5
日
～
2
0
日
、午
前
1
0
時
(
初

日
正
午
)
～
午
後
6

時
(
最

終
日
は
3

時
)
/

西
新
井
又

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
池
田
a
　

(
3
8
8
3
)
6
2
6
2

☆
平
話
入
門
短
期
教
室
4

月
2
・
3
日
、午
後
7
時
～

9
時
、4
月
4
日
呈
)
、午

後
2
時
～
4
時
/
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
/
3
日
間
5
0
0
円
/
小
林

音
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
足
立
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
4
月
5
日

(
日
)
、午
前
1
1
時
～
午
後
2

時
(
雨
天
の
場
合
4
月
1
9
一
日
)

/
都
市
農
業
公
園
駐
車
場
/

出
店
希
望
受
付
中
/
友
本

音
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

☆
犯
婦
人
倫
理
講
演
会
「ク

リ
エ
イ
ト
・
女
性
の
は
た
ら

き
3
月
2
9
日
(
日
)
、午
後

2
時
～
3
時
4
0
分
/
産
業
振

興
館
/

鈴
木

音
(
3
8
8

9
)
6
2
2
1

p
募

集
=

☆
は
と
ぽ
。ぽ
毎
週
木
曜

日
/
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
他
/
区
内
の
公

園
な
ど
に
親
子
で
で
か
け
る

会
で
す
/
月
額
3
0
0
円
/
富
田

昔
(
3
8
7
9
)
3
6
3
0

☆
中
途
失
聴
者
対
象
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
話
、読

話
)
を
学
ぶ
会
毎
週
火
曜

日
/
主
に
区
内
の
セ
ン
タ
ー

/
住
所
、氏
名
、年
齢
を
(

ガ
キ
に
記
入
し
郵
送
/
一
y
1
2
1

竹
の
塚
3
1
H
1
3
-
3
0
5

中
途
失
聴
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
会
村
上

☆
水
彩
画
教
室
毎
週
第
1

・
3
火
曜
日
、午
後
1
時
～

4
時
/
都
市
農
業
公
園
/
月

額
2

千
円
/

草
野

昔
(
3
9
1
9
)
4
1
6
1

☆
書
道
(
竹
峰
会
)
毎
週
木

曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

/
月
額
2
千
5
0
0
円
/
小
池

昔
(
3
8
9
0
)
4
8
6
5

諮
障
害
児
母
子
ス
イ
ミ
ン
グ

5
月
3
日
開
館
の
ス
イ
ム
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
旧
竹
の

筱
温
水
プ
ー
ル
)
/
指
導

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ス
ト

池
田
君
子
氏
/
久
保
田
昔
　

(
3
8
5
6
)
8
6
0
3

☆
合
気
道
(
健
康
千
島
会
)

毎
週
日
曜
日
、午
後
6
時
～

8
時
3
0
分
/
扇
中
学
校
体
育

館
/
入
会
金
千
円
、月
額
2

千
円
/
中
学
・
高
校
生
歓
迎

/
鈴
木
登
(
3
8
8
9
)
0

☆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
毎

月
2
回
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
舎
人
公
園
内
/
伊

沢

豐
(
3
8
5
6
)
7
0
8

☆
山
歩
き
「
山
狂
舎
同
人
」

月
2
回
日
帰
り
と
I
泊
の
山

行
/
初
心
者
向
/
入
会
金
2

予
円
、
月
額
5
0
0円/
月
2
回

北
千
住
で
会
合
/
住
所
、
氏

名

、
電
話
、
入
会
希
望
と
(

ガ
キ
に
明
記
し
郵
送
/
〒
1
2
0

千
住
関
屋
1
7
-
1
5
-
2
-
1
3
0
9

濱
囗
方

安
藤

☆
太
極
拳
(
初
心
者
)

毎
週

土
曜
日
、
午
前
・
:中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
、
午
後
・
:
興
本
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
3

千
円

。

月
額
3
千
円
/

足
立
太
極
拳

ク
ラ
ブ

安
或

霑
(
3
8
4
0
)
6
7
4
0

☆
近
未
来
ト
レ
ン
ド
ネ

。
ト

ワ
ー
ク
(
ク
ラ
ブ
2
1
)

電
話

に
よ
る
、
情
報
交
換
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
/

月
―
回
千
住
付

近
で
会
合
/

岡
田

昔
(
3
8
7
9
)
9
5
0
4

☆
い
け
花
&
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
毎
週
木
曜
日
、
午
後
6

時
～
8
時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

/
入
会
金
2
千
円

、
月
額
3

千
円
/

鈴
木

昔
(
3
8
8
0
)
0
5
1
0
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おし

ら
せ

出生届、婚姻届

など届書が

1 通になります

従
来
、
出
生
届
、
婚
姻
届
な

ど
、
戸
籍
に
関
す
る
届
書
を
提

出
す
る
場
合
、
区
内
に
本
籍
が

な
い
方
は
、
2
通
あ
る
い
は
3

通
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
4
月
1
日
か
ら
、
す
べ
て

の
届
書
に
つ
い
て
、
1
通
提
出

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
届
書
と
一
緒
に
提

出
し
て
も
ら
う
戸
籍
謄
本
な
ど

は
、
従
来
と
変
わ
ら
ず
2
通
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

戸

籍
課

の
電

話

番

号

が

変

更

戸
籍
課
で
は
、
4
月
1
日
か

ら
、
仕
事
の
内
容
別
に
電
話
を

か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。文

書
管
理
・
庶
務
事
務
に
つ

い
て
は
、「
戸
籍
管
理
係
」

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
3

出
生
届
、
婚
姻
届
等
各
種
届
出

に
つ
い
て
は
、
「
届
出
係
J

S
(
3
8
8
0
)
5
0
5
1

戸
籍
謄
本
、
抄
本
等
各
種
証
明

書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、「
謄
抄

本
係
」

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
5
7
　

戸
籍
の
相
談
、
訂
正
に
つ
い

て
は
、「
戸
籍
主
査
」

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
5
1
　

外
国
人
の
登
録
、
印
鑑
登
録
、

証
明
書
の
発
行
等
に
つ
い
て

は
、「
外
国
人
登
録
係
」

容
(
3
8
8
0
)
5
0
6
6
　

外
国
人
登
録
事
務
協
議
会
に

つ
い
て
は
、「
外
国
人
登
録
調
整

主
査
」

き
(
3
8
8
0
)
5
0
7

了
　

い
ず
れ
も
く
わ
し
く
は
、

中
央
本
町
庁
舎
・
戸
籍
課
へ
。

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
5
1

産
業
情
報
室
が

移
転
し
ま
す

移
転
日
3

月
2
8日

移
転
先
千
住
仲
町
I
-
5
　
　

(
区
商
振
連
会
館
2

階
)
　

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3
　

な
お
、
3
月
2
7日
は
平
常
通

り
業
務
を
行
い
ま
す
。
移
転
の

準
備
の
た
め
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
3
月
3
0日
以
降
の
商
工

相
談
は
、
中
央
本
町
庁
舎
・
商

工
振
興
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

産
業
情
報
室
は
、
よ
り
地
域

に
密
着
し
た
サ
-
ビ
ス
が
で
き

る
よ
う
、
5
月
開
設
予
定
の
㈱

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
-
に

移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

産
業
情
報
室

霓
5
6
8
2
)
6

了
7
1
　

地

価

公

示

価

格

閲

覧

で

き

ま

す

今
年
1
月
1

日
現
在
の
、
区

内
の
地
価
公
示
価
格
が
閲
覧
で

き
ま
す
。

開
始
日
3

月
'
(一日
(

金
)

場
所
・
問
合
せ
先

本
庁

舎

♀

住
)
・
管
財
課
地
価
対
策

年

金

も
う
す
ぐ
で
す

保
険
料
納
期
限

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

お
手
元
の
納
付
書
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

平
成
3
年
度
分
の
保
険
料
の

最
後
の
納
期
限
は
、
4
月
3
0日

で
す
。

お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
国
民
年

金
課
、
各
区
民
事
務
所
の
窓
口

へ
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

サ
ラ
リ
-
マ
ン

の
妻
の
特
典

「
第
3
号
届
」
は

お
す
み
で
す
か

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
夫
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

妻
で
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

方
は
、
手
続
き
に
よ
っ
て
、
国

民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

区
役
所
に
あ
る
用
紙
に
、
夫

の
動
め
先
で
証
明
を
受
け
、
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
金
を
や
め
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

は
も
ち
ろ
ん
、
夫
が
転
職
し
た

と
き
に
も
、
あ
ら
た
め
て
届
け

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
第
3
号
被
保
険
者
の

保
険
料
は
、
夫
が
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
全
体
で
、
負
担
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
の
保
険
料
が
増
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
自
分
で
納
め

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

文

化

区
の
文
化
財

新
た
に
6
件

を

登

録

区

で

は

、

数

多

く

の

文

化

財

を

後

世

に

伝

え

る

た

め

、

昭

和
5
6

年

度

に

文

化

財

保

護

条

例

を

制

定

し

、

文

化

財

の

保

護

に

努

め

て

き

ま

し

た

。

今

年

度

は

、

新
た

に

次

の
6

件

が

登

録

さ

れ

ま

し

た

。

・

有

形

文

化

財

▽

花

畑

大

鵞

神

社

拝

殿

一

棟

(
建

造

物
)

花
畑
7
1
1
5
-
1

し
U
ん
ら
冫
り
C
た
い
ぇ
よ
ん
だ
ら
す
▽
紙
本
着
色
当
麻
曼
荼
羅
図
　

べ
緊
齠
聆
謳
(
諭
)
　

保
木
間
4
1
3
8
-
2
西
光
寺

▽
冨
沢
家
文
書
(
古
文
書
)
　

柳
原
-
-
2
1
-
2
5

と

と

も
す
い
か
ひ

い
・

き

▽

戸

田

茂

睡

歌

碑

一

基
(

歴

史

資

料
)

伊

興

町

狭

間
8
8
7
東

陽

寺

べ

み

だ
ぎ
ん
ぞ
ん
I
し
'
i
ず
い
た
7

し『

▽

阿

弥

陀

三

尊

来

迎

図

板

竺
　

を
(

歴

史

資

料
)

伊

興

町

狭

間
8
8
7
東

陽

寺

圏

有

形

民

俗

文

化

財

▽

百

万

遍

道

具

一

式

・

念

仏

講

中

関

係

資

料

大
谷
田
1
-
3
3
工
丿
常
善
院

問

合

せ

先

郷

土

博

物

館

登
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

相

談

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
っ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や

悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
次
の
保
育
園

で
は
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン

保
母
が
育
虞
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
す
こ
や
か

な
成
長
の
た
め
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

西
新
井
本
町
4
　
1
1
9
1
2
3

昔
(
3
8
9
0
)

3
2
0
0
・
・
・
毎
週
月
・
土
曜
　

日
▽
親
隣
館
保
育
園
梅
　

田
4
-
2
9
-
6
昔
(
3
8
　

8
9
)
3
8
6
0

…
毎
週
水

・
金
曜
日

▽
新
田
保
育
園

新
田
2
1
1
1
1
0

き
(
3
　
9
1
4
)
6
4
6
6

…
毎
週

火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5

時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

児
童
助
成
係

募

集

看
護
婦
募
集

募
集
人
員
1

人

勤
務
日
数

週
5
日

勤
務
先
東
部
障
害
福
祉
総
合
　

セ
ン
タ
-
(
神
明
南
2
-
6
　

j
1
8
)

申
込
・
問
合
せ
先
東
部
障
害
　

福
祉
総
合
セ
ン
タ
-

a
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

探
し
て
い
ま
す

教
員
免
許
状
を

お
持
ち
の
方

勤
務
日
時
・
内
容

正
規
教
員

と
同
じ

勤
務
場
所

区
立
中
学
校

申
込
資
格

中
学
校
の
数
学

。

英
語
・
理
科
・
技
術
・
そ
の

他
の
教
員
免
許
状
を
お
持
ち

の
方
(
お
お
む
ね
6
0
歳
ま
で
)

給
与
等

月
額
1
7
万
円
以
上

。

別
途
交
通
費
支
給

申
込
方
法

電
話

※
住
所
、
氏
名
等
を
登
録
し

、

欠
員
が
あ
り
し
だ
い
連
絡
し
ま

す

。
登
録
は

、
随
時
受
け
付
け

ま
す

。
な
お

、
フ
ル
タ
イ
ム
動

務
で
き
な
い
方
も
相
談
に
応
じ

ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
指
導
室
事
務
係

生
活環境

東
京
都
北
清
掃

工
場
建
設
事
業

見
解
書
の
縦

覧
と
説
明
会

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例

の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
北

渮
掃
工
場
建
設
事
業
の
見
解
書

を
公
示
し
ま
す
。
縦
覧
期
間
中

に
は

、
見
解
書
の
内
容
に
つ
い

て

、
事
業
者
に
よ
る
説
明
会
を

閧
き
ま
す

。

ま
た
、
見
解
琳
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

公
示
日
3
月
2
5
日
(
水
)

縦
覧
日
時
3
月
2
6
日
～
4
月
　

1
4
日
(
日
曜
、祝
日
、第
2
　

・
4
土
曜
日
を
除
く
)
、午
前
　

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
　
　

(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

縦
覧
場
所

本
庁
舎
(

千
住
)
　

・
環
境
課

、
都
・
環
境
保
全

曷
環
境
影
響
評
価

審
査
室

(
第
1
本
庁
舎
北
塔
3
6階
)
、

都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所

指
導
課
(

立
川
合
同
庁
舎
4
　

階
)

見
解
書
の
説
明
会
日
時
4
月
　

9
日
(
木
)
、午
後
7
時
～
8
　

時
3
0分

場
所

北
と
ぴ
あ
・
第
二
研
修

室
意
見
書
の
提
出
期
限
4

月
2
4

意
見
書
の
提
出
・
問
合
せ
先
　

都
・
環
境
保
全
笳
環
境
影
響

評
価
審
査
室
(

〒
1
6
3よ

…一
新

宿
区
西
新
宿
2
1
8
1

廴
　

第
1

本
庁
舎
北
塔
3
6
階
)
　

昔
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

丶

ま
た
は
本
庁
舎
(
千
住
)
・
還

詭
課

花
畑
大
鶩
神
社
拝
殿

阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図

(東
陽
寺
)

第8回植物園コンク-ルで
国立科学博物館長奨励賞に

第一中2年 本田 貴信さん

国
立
科
学
博
物
館
筑
波
実

験
植
物
園
の
第
8
回
植
物
画

コ
ン
ク
-
ル
で
国
立
科
学

博
物
館
長
奨
励
賞
に
本
田
貴

信
さ
ん
(
第
一
中
2
年
)
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
田
さ
ん
の
作
品
「
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
」

お
め
で
と
う

が
ん
ば
っ
た
ね

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体

育
活
動
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
収
め
た
り
、
特
に
た
た
え

ら
れ
る
善
行
を
行
っ
た
区
内

の
小
・
中
学
生
に
対
し
、
褒

貫
を
吁
っ
て
い
ま
す
。今
年

度
2

回
目
の
区
長
褒
賞
を
受

賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
通

り
で
す
。

・

文
化
行
事
・
小
学
生
・
団

体
の
部

伊
興
小
学
校
(
1
6
人
)
・
:
全

国
小
・
中
学
校
・
P
T
A
新
聞

コ
ン
ク
-
ル
・
小
学
校
学
校

新
聞
の
部
文
部
大
臣
奨
励
賞

亜
競
技
大
会
・
小
学
校
・
個

人
の
部

山
本
真
紀
(
西
伊
興
小
)
・・・

全
国
一
輪
車
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
1
0
蚰
の
部
2
0つ
優
勝
/
佐

藤
裕
香
(
鹿
浜
小
ご
:

同
準

優
勝
/

前
田
昭
絵
(
西
伊
興

小
)

…
同
2
0
湎
の
部
2
0
ぢ
準

優
勝ま

た
、こ
の
ほ
か
1
0団
体
、
1
5

人
の
個
人
の
皆
さ
ん
が
教

育
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し
ま

し
た

。
A

教
育
委
員
会
V

フォ ト
ニュ ース あだち
3/ 7 イベント ふたつ

あだちがいま楽しい

あだち' 92女性ふぉ～らむ　　　　　　
エル・ソフィア

バルセロナから届けられた本場の
フラメンコに会場全体が酔いしれ
るひととき。

北干住CI シンポジウム
産業振興館

常磐新線を北干住のまちづくりに
どう生かすが考えました。
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宿
泊
施
設
の
受
付
場
所
が

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

ハ
ガ
キ
は
6
月
利
用
分
申
し
込
み
か
ら

4
月
か
ら
伊
豆
高
原
・
湯
河

原
「
あ
だ
ち
荘
」、
上
総
湊
健
康

学
園
、
日
光
・
塩
原
林
間
学
園

お
よ
び
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
利
用
の
手

続
き
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設

(
下
表
)
で
行
い
ま
す

。

申
込
・
受
付
手
順

①
申
し
込
み
に
は
専
用
(

ガ

キ
を
購
入
し

、必
要
事
項
を

記
入
し
て

、公
社
の
各
施
設

の
窓
口
へ
郵
送
、
ま
た
は
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
抽
選
を

行
い
、
結
果
は
(

ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

。

③
当
選
し
た
方
・
:当
選
(

ガ

キ
を
持
参
し
て
、
お
近
ぐ
の

公
社
の
各
施
設
窓
口
で
料
金

を
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

④
落
選
や
空
き
部
屋
待
ち
の

方
・・
第
冫
金
曜
日
か
ら
公
社

の
各
施
設
窓
口
で
受
け
付
け

し
ま
す

。

ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」

で

も
予
約
が
で
き
ま
す

。
な

お
、
第
1
金
曜
日
か
ら
は
、

各
公
社
で
電
話
予
約
も
受
け

付
け
ま
す
。
予
約
後

、3
日

間
の
う
ち
に
お
近
ぐ
の
公
社

の
各
施
設
窓
口
で
料
金
を
払

い
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

ご
注
意
く
だ
さ
い

6
月
分
の
上
総
湊
健
康
学
園

お
よ
び
日
光
・
塩
原
林
間
学
園

は
、(
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。学
校
利
用
が
優

先
`
琺
り
、貸
し
出
し
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
専
用
(
ガ
キ
は
公

杠
の
各
施
設
で
販
売
し
て
い
ま

す
(
1
枚
4
0円
)
。

問
合
せ
先

▽
宿
泊
施
設
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
…
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
霖
(
5
6
8
6
)
2
5
0
0

▽
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘・
:中

央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保

険
課
庶
務
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

▽
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
・
:中
央

本
町
庁
舎
・
区
民
生
活
係

霓
3
8
8
0
)
5
1
7
1

▽
上
総
湊
健
康
学
園
、日
光
・

塩
原
林
間
学
園
⊥
ふ
庁
舎

♀
住
)
・
校
外
学
園
係

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

▽
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
:
永
庁
舎

(千
住
)・
体
育
管
理
係

昔
(
3
8
8
2
)
I
I
I

㈹
R
4

月
1
日
か
ら
、
区
民
事
務

所
や
北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
保
養
所
の
(
ガ
キ
の

配
布
や
申
し
込
み
は
取
り
扱
い

ま
せ
ん
。

R
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
7
・
8
月
利
用

分
の
申
し
込
み
は
、
体
育
課
で

行
い
ま
す
。

宿泊施設の申込等の流れ

■ 当選ハガキをもってお近 くのセンターなどの
公社施設で利用料金を払 い込んでください。

公社施設一覧表

※ 文化会館は廃館となるため、受け付けかできるのは平成4 年7 月までです。

6
月
分
の
利
用
案
内

伊
豆
高
原
・
湯
河
原

あだち荘

申
し
込
み
方
法

が
変
わ
り
ま
す

鹿
沼
も
含
む

6
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

右
表
の
と
お
り
で
す

。(
ガ
キ

は
I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在

勧
者
の
み
)
1
枚
に
限
り
ま
す
。

重
複
申
し
込
み
や
、
期
限
を

過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な

り
ま
す

。
な
お

、1
人
で
の
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん

。

※
5

月
分
の
受
付
日
を
変
更
し

嫐
歹
(
(

ガ
キ
申
込
者
)
。湯
河

原
あ
だ
ち
荘
の
受
け
付
け
は
4

月
2

日
(
木
)
、
伊
豆
高
原
あ
だ

ち
荘
の
受
け
付
け
は
翌
3

日
(

金
)
と
な
り
ま
す

。
会
場
は
両

日
と
も
、
中
央
本
町
庁
舎
北
側

の
プ
レ
(

ブ
(
2

階
建
)
で
行

い
欒
歹
。
お
ま
ち
が
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
。(
ガ
キ
申
込
期

間
、
抽
選
方
法
、
受
付
日
は
、

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
「
あ
だ
ち

荘
」
と
同
じ
内
容
で
す
。

利
用
日
数
3

泊
4
日
ま
で

利
用
で
き
る
方

足
立
区
民
ま

た
は
区
内
に
お
動
め
の
方

利
用
料
金

大
人
…
3
千
4
0
0円

子
供
・
:千
7
0
0
円

※
6
月
は
、2
・
3
日
が
休
館

日
で
す
。

問
合
せ
先

杰
m
舎
♀
住
)
　

体
育
管
理
係

B
(
m
8
8
2
T
1
1
1

㈹

「グラフあだちNO. 25」は

足立のクルマ事情 を特集
増
え
続
け
る
交
通
事
故

。
し

か
し

、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

が
私
た
ち
の
生
活
の
一
部
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す

。

「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
恥
2
5
」
で
は

足
立
の
ク
ル
マ
杠
会
見
・
分

・
尹

と
題
し
て
、
こ
の
交
通

事
情
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

表
紙
と
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
は
、
永
沢
ま
こ
と
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
永

沢
さ
ん
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
人

間
図
鑑
」
な
ど
で
人
気
の
あ
る

足
立
区
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
す

。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

町
会
・
自
治
会
の
回
覧
で
ご

覧
く
だ
さ
い

。
ま
た

、
春
の
交

通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て

、
4

月
6

日
か
ら

、
情
報
公
開
課
、

区
民
事
務
所
な
ど
の
窓
口
で
無

料
配
布
し
ま
す

。

※
永
沢
ま
こ
と
さ
ん
の
展
覧
会

「
ゴ
ッ
ホ
の
世
界
を
描
く
」
が
4

月
1

日
～
1
3日

、
東
急
本
店

で
開
催
さ
れ
ま
す

。A
広
報
課
V

アトリエで創作中 の
永沢まことさん

4 月・5 月分の利用案内

日光林間学校
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
行

楽
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
日
光
林
間
学
園
へ
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
日
4
月
2
9
日
　

～
5
月
5
日
、
5
月
1
6
1
　

1
7
日
、
2
3
～
2
4
日

利
用
で
き
る
方

区
内
在
住

・
在
動
の
方
を
代
表
と
す

る
2
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

采

成
年
者
の
み
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
)

利
用
料
金

▽
大
人
千
4
0
0円

▽
子
供
劭
円

食
事
料
金

▽
大
人
2
千
円

▽
子
供
千
円

▽
昼
食
瞋

円
(

希
望
者
の
み
)

申

込

方

法
4

月
6

日

(月
)
、9

時
か
ら
電
話
予

約
(
先
着
順
)

※
予
約
が
と
れ
た
方
は
、
公

社
各
施
設
で
料
金
を
添
え
て

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

(
料
金
支
払
い
は
、
公
社
施

設
一
覧
表
を
参
照
に
し
て
く

だ
さ
い
)
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)・
校
外
学
園
係
　

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

●
足
立

区
観
光
協
会

主
催

第36回

足
立
区
民
芸
能

大
会
参
加
者
募
集

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
5

月
2
3日
(
土
)
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4

時
3
0分

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

出
場
資
格

観
光
協
会
会
員

(
家
族
)
ま
た
は
区
民
(
前

回
大
会
優
秀
賞
・
優
良
賞

者
を
除
く
)

募
集
種
目
お

よ
び
組
数
　

歌
の
部
、

踊
り
の
部

各
3
2組

募
集
条
件

個
人
を
原
則
と

し
、
団
体
の
場
合
は
1
0人

以
内
(
1
人
1
種
目
に
限

り
ま
す
)

参
加
費

参
加
者
―
人
あ
た

り

▽
会
員
(
家
族
)
鶉
円

▽
会
員
以
外
千
円

申
込
方
法

申
込
書
に
切
手

6
2円
を
添
え
、
事
務
局
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
(
抽
選
)

募
集
期
間
3
月
2
7
日
～
4
　

月
4

日
必
着

※
く
わ
し
く
は

、
観
光
協
会

事
務
局
、
各
区
民
事
務
所
に

あ
る
要
綱

、
申
込
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

観
光
協

会
事
務
局
(
中
央
本
町
庁

舎
・
商
工
振
興
課
内
)
　

〒
1
2
0中
央
本
町
1
-
1
7
1
　
-

霓
3
8
8
0
)
5
1
9
1

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎( 千住) 1 階区民相談室
所 在 地 千住1- 4- 18Q3882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら 、お気軽1こご利用ください( 無料・秘密厳守)

※ 不動産相談は。4 月がら上記の日時・場所になります。お周違えのないよう
ご利用ください。

RECYCLEPAPER
森林資源を大切に

N. I . T. 240. 000


